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年 月 日 （ 土 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

0 1

0 2

番 番

No. 号 号 No.

分 1 年 1 32 2 年 分

分 2 年 5 67 2 年 分

分 2 年 3 47 2 年 分

分 1 年 14 55 2 年 61 分

分 2 年 4 99 1 年 53 分

分 2 年 8 78 1 年 分

51 分 1 年 11 22 2 年 分

分 2 年 9 2 2 年 分

分 2 年 10 34 2 年 42 分

51 分 2 年 6 48 2 年 分

61 分 1 年 23 8 2 年 62 分

分 1 年 2 1 2 年 分

11 分 1 年 7 89 1 年 分 55

6 分 2 年 12 21 2 年 分

分 2 年 13 28 2 年 分

分 2 年 15 30 2 年 分 99

分 1 年 18 75 1 年 分 8

分 1 年 19 73 2 年 分 34

23 分 1 年 21 88 1 年 分

分 1 年 22 86 1 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 0 － 1

分 78 0 － 2

分 30 0 － 3

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 

平成２５年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 準決勝 38

日  時 2014 2 1 13 00 キックオフ 会  場   アスパ五色  メイングラウンド

天  候 晴れ 風 弱風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 ／  PK戦

運営責任者 辺見  康裕 会場主任 堀口  泰司 記  録 近藤  照男 後藤  大輔 観 衆 300

主  審 前田  晃男 副審１ 寺岡  大輔 副審２ 大村  主税 第４の審判員 岩城  大介

 チーム名

0

前半

3

 チーム名 kick off

県 立 姫 路 西 高 校 後半 県 立 西 宮 高 校
延前

選手番号

○×  先 PK戦 先  ○×

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置 選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前

濱本  悠平 GK GK 亀田  拓海

1 湯口  昂樹 DF DF 川口  優真

大澤  太一 DF DF 松下  達也

千飯  啓太 FW DF 宇田  航輝

岩田  晃和 DF DF 竹川  恭平

森岡 龍汰郎 MF MF 林     賢也 2 1＊

山口  大地 FW MF 藤田  大輝 2 2

野村  悠登 FW MF 釘貫  真弘 1 1

成田  周平 MF MF 藤谷　亮太

松尾  優樹 MF FW 菟原 颯之心 1

李     成龍 FW FW 大床     潤

陰山  皓平 DF GK 林  遼太郎

中道  直基 MF DF 天知  勇人

元江  達也 MF MF 宮西  恭平

國光  広大 DF MF 清水  涼真

三木  滉大 DF MF 武田  匡弘 1*

西本  大輝 MF DF 町田　航

内海  貴志 DF MF 山中  真哉

中野  翔貴 MF DF 宮川 惇之介

松本  直大 MF MF 瀬川  亮太

時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半 前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間 警・退 氏　　名 事 由

1 1 0 シュート 6 5 11

18 9 9 Ｇ Ｋ 1 1 2

1 1 0 Ｃ Ｋ 4 6 10

3 0 3 直接ＦＫ 0 2 2

0 0 0 間接ＦＫ 2 1 3

0 0 0 Ｐ Ｋ

スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 0

55 県西宮 林 左

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者

→ 中央

得
 
点
 
経
 
過

28 県西宮 オウンゴール 右 22

2 ∩ 中央 GK こぼれ球 78 S

59 県西宮 武田 右 73 ∩ 中央 30 S

戦評者 所 属 小野・洲本 氏 名 笠原・吉村

   両チームのフォーメーションは姫路西４－５－１、県西宮４－４－２。試合開始から姫路西は自陣の低い位置でブロックを形

成し、ディフェンシブに戦う姿勢で挑んだ。それに対し県西宮は②釘貫、㉒藤田を起点としサイドチェンジを繰り返しながら、

徹底してサイド攻撃を続けた。県西宮は幾度となくサイドを攻略しゴール前まで侵入したが、高い集中力を維持しゴール前を固

める姫路西からなかなか得点を奪えなかった。前半終了間際CKからオウンゴールを誘い、県西宮優勢で前半を終えた。後半も

両チームの流れは変わらず、県西宮は選手交代をしながら、さらに何度もサイド攻撃を続け決定機を作り、立て続けに追加点を

奪い０－３で試合を終了した。明日の決勝戦も、県西宮のサイドからの攻撃に期待をしたい。

(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部

オウンゴール

戦

評

[備 考]


